


一、

』

構
想
の
背
景

『
エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
二
O
O

一

わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

1

ム
が
、
な
ぜ
二
O
O

一
メ

！
ト
ル
の
高
さ
の
超
々
高
層
ビ
ル
を
夢
み
た
の
か
。
そ
の
種

明
か
し
か
ら
始
め
よ
う
。

一
九
五
六
年
、
ひ
と
り
の
建
築
家
が
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
「
マ

イ
ル
・
ハ
イ
」
と
い
う
名
の
ピ
ル
建
設
計
画
を
発
表
し
た
。

建
築
家
の
名
は
、
旧
帝
国
ホ
テ
ル
の
設
計
者
と
し
て
知
ら
れ

る
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
。
彼
の
計
画
案
に
よ
る
ピ
ル

そ
の
名
称
か
ら
分
か
る
よ
う
に

一
マ
イ
ル
（
約

一
六
0
0

メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
途
方
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
、
世
界
、
て
も
っ
と
も
高
い
ピ
ペ
シ
カ
ゴ
の
シ
ア
！
ズ
・

タ
ワ
ー
が
四
四
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
ラ
イ

ト
の
想
像
力
は
時
代
を
遥
か
に
飛
び
超
え
て
い
た
。
あ
る
い

は
超
々
高
層
時
代
の
到
来
を
、
ど
こ
か
で
予
感
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
建
設
技
術
で
、
高
さ
一
六

0
0
メ

ー
ト
ル
も
の
超
々
高
層
ビ
ル
の
建
設
が
実
際
に
可
能
で
あ
っ

の
高
一
き
は
、

一
一、

『
エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
二
O
O

一
』

①
午
前
四
時
・
・
・
・
・
．

サ
ン
ラ
イ
ズ

・

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ぃ
米
京
湾
卜
に
そ
び
え
る
エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
二
O
O

一
。
そ
の

最
先
端
部
に
、
朝
の
太
陽
の
ひ
と
し
ず
く
が
、
か
す
か
な
光

を
与
え
る
。

高
さ
の
異
な
る

三
角
柱
を
巧
み
に
束
ね
合
わ
せ

た
て
一章

一螺
旋
の
美
し
い
造
形
が
、
軽
や
か
に
、
ひ
た
す
ら
空

の
出
み
を
め
ざ
し
た
そ
の
頂
き
：
：
：
地
上二
O
O

一
メ
ー
ト

ル
の
地
点

。

こ
こ
は
、
人
間
が
削

っ
た
空
間
と
し
て
は
「
日

本

一
朝
が
早
く
、
夜
が
遅
い
場
所
」
で
あ
る。

こ
の
時
間
、
丘
O
O
階
の
ク
リ
ス
タ
ル

・

ピ
ュ
l

・

ル
l

（
展
望
室
）
に
は
、
す
で
に
数
十
人
の
人
影
が
み
え
る。

ム深
夜
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
、
て
苧

．

港
に
者
き
、

、

て
海
底
卜
ン
、
不
ル
を
抹
け
て
、
エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
へ
と
や
っ
て

米
た
外
同
の
研
究
者
や
ピ
ジ
、
不
ス
マ
ン
た
ち
で
あ
る
。

三
海
を
従
え
、
視
界
の
と
ど
く
限
り
の
果
て
か
ら
太
陽
が

エ
ア
ロ
・

ラ
イ
ナ
ー

成国. 
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川崎

そ
れ
は
問
題
、
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
摩
天

楼
の
建
設
に
先
駆
的
か
つ
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
、
建
築
家
の
到
達
し
た
想
像
力
の
極
み
が
、

一
六
0
0

メ
ー
ト
ル
、
で
あ
っ
た
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ

，
「
ノ
。

？
）

3

・

3

、

大

σ
ソ
カ
F
」
〉
フ
カ

」
の
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
が
三

O
年
以
上
前
に

お
こ
な
っ
た
提
案
が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
夢
の
種
」

と
な
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
が
最
先

端
技
術
を
結
集
し
て
超
々
高
層
ビ
ル
を
提
案
す
る
と
し
た
ら
、

や
は
り
ス
ケ
ー
ル
的
に
も
内
容
面
で
も
、
夢
の
種
を
育
て
る

も
の
、
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
高
さ
は

・
。
そ
の
解
答
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
二
一
世
紀
の
シ
ン
ポ

一
二
世
紀
を
間
近
に
ひ
か
え
た
今
日
、

ル
に
ふ
さ
わ
し
い
高
き

二
O
O

一
メ
ー
ト
ル
を
設
定
し
た

の
で
あ
る
。

"" 、
ト
品
、F勺
ノ
ヲ
』
？
炉
』

昇
っ
て
く
る

。

地
球
ス
ケ
ー

ル
の
雄
大
な
夜
明
け
の
光
景
に
、

彼
ら
は

一
様
に
宇
宙
感
覚
に
も
近
い
感
動
を
受
け
た
、
で
あ
ろ

う
。

あ
る
い
は
、
シ
ナ
イ
山
に
登
っ
た
そ
i

セ

の
よ
う
に
、

深
い
啓
示
の
前
に
身
を
ゆ
だ
ね
た
か
も
し
れ
な
い

。

実
際
こ

こ
は
、
東
京
都
で
も
っ
と
も
高
い
雲
取
山
の
項
上
に
等
し
い

一品
み
な
の
で
あ
る
。

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
の
夜
明
け
、

そ
れ
は
し
ま
密
か
な
プ
！
ム

と
な
っ
て
い
る

。

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
が
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

エ
リ

（
環
太
平
洋
経
済
圏
）
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
竣

来
、
こ
の
神
秘
的
な
サ
ン
ラ
イ
ズ
・

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し

ア

し
て
以

む
た
め
、
深
夜
着
の
ジ
ェ
ッ
ト
便
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る

ほ
ど
だ

。

や
が
て
太
陽
の
光
が
、
強
化
ガ
ラ
ス
パ
、
不
ル
の
外
壁
を
ゆ

っ
く
り
と
降
り
は
じ
め
る
と
、
薄
明
の

中
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

少
し
ず
つ
形
を
現
わ
し
て
く
る
。

天
上
の
神
々
の
時
聞
が
、
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と
同
時
に
、
二
O
O

一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
は
、
必
然
的
に

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
。
そ
れ
は
、
一

一

0
0

万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
膨
大
な
有
効
床
面
積
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
で

一
番
高
い
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

ω
ピ
ル
（
池
袋
）

の
延
床
面
積
が
、
約
二
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。
こ
う
し
た
既

存
の
超
高
層
ビ
ル
と
比
較
す
る
と
、
二
O
O

一
メ
ー
ト
ル
の

超
々
高
層
ビ
ル
は
比
類
の
な
い
大
空
聞
を
現
代
に
も
た
ら
す
。

そ
の
建
設
は
、
単
体
と
し
て
の
建
築
ス
ケ
ー
ル
を
超
え
て
、

新
し
い
何
か
が
誕
生
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
つ
ま
り
、
ピ
ル
単
体
に
し
て
す
で
に
都
市
な
の
で
あ
る
。

二
O
O

一
メ
ー
ト
ル
の
高
き
、
そ
し
て
都
市
に
匹
敵
す
る

ス
ケ
ー
ル
：
：：
そ
れ
は
・
ま
さ
に
「
空
中
都
市
」
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を

『

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
二

O
O

一
』
構
想
t

名
付
け
、
具
体
的

な
建
設
計
画
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

エ
ア
ロ

ポ
リ
ス
の
壁
を
伝
っ
て
地
上
へ
と
降
り
て
来
る
ひ
と

時
で
も
あ
る
。

夜
の
聞
に
壁
面
に
張
り
付
い
た
氷
滴
が
ゆ
る

み
、
臼
く
光
る
風
に
消
え
て

い
く
。

そ

こ

は
、
自
然
と
建
築

が
厳
し
く
対
峠
し
た
、
静
寂
が
支
配
す
る
世
界
で
も
あ
る
。

立
地
構
想

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス

二
O
O

一
は
、
東
京
湾
の
奥
、
浦
安
沖
約

一
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
上
に
建
設
す
る
も
の
と
し
た
。
こ

れ
は
東
京
の
既
存
の
都
市
集
積
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
つ
つ
、

同
時
に
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

・
エ
リ
ア
の
首
都
と
も
な
る
新
し
い

シ
ン
ボ
ル
の
誕
生
を
め
ぎ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

建
物
内
の
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
国
連
施
設
、
多
国

籍
企
業
、
国
際
研
究
機
関
な
ど
、
世
界
各
国
の
機
関
や
企
業

が
入
り
、
国
際
都
市
を
形
成
し
て
い
る

。

ま
た
、
わ
が
国
の

行
政
機
闘
を
エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
に
移
転
し
、
遷
都
の
効
果
を
も
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た
せ
る
可
能
性
も
考
慮
し
た
。

東
京
湾
を
利
用
す
る
開
発
計
画
と
し
て
は

エ
ア
ロ
ポ
リ

ス
は
埋
立
面
積
が
き
わ
め
て
小
さ
く

海
に
対
す
る
影
響
の

少
な
い
手
法
で
も
あ
る
。

既
存
市
街
地
と
の
ア
ク
セ
ス
は

都
心
と
千
葉
県
市
原
市

を
結
ぶ
高
速
鉄
道
（
圏
内
ピ
ジ
、
外
ス
及
び
通
勤
用
）羽田
と

幕
張
方
面
を
結
ぶ
高
速
道
路
及
、
び
シ
ャ
ト
ル
便
の
鉄
道
（
羽

田
、
成
田
t

の
空
港
連
絡
用
）
を
設
定
し
、
い
ず
れ
も
海
底

ト
ン
、
不
ル
に
よ
っ
て
エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
の
基
盤
部
に
通
す
こ
と

と
し
た
。

さ
ら
に
房
総
な
E

の
リ
グ
l

ト
地
と
の
連
絡
用
と
し
て
ホ
パ

ー
ク
ラ
フ
ト
や
高
速
船
に
よ
る
海
上
輸
送
ルl
卜
も
設
定
し
た
。

②
午
前
七
時
三

O

分
・
：：
・

グ
ッ
ド

モ
ー

ニ
ン
グ

エ
ア
ノ
ロ

』
小
リノ
ス

ア

メ
リ
カ
の
建
築
批
評
家
ポ
ー
ル

・

ゴ
ー
ル
ド
パ
l

ガ
ー

は
、

「

一
九
O
O
年
以
後
に
は
、
高
さ
へ
の
意
思
が
ニ
ュ
ー

ヨ

ー
ク

・

シ
テ
ィ

の
圧
倒
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ

の
す
べ
て
の
都
市
の
イ
メ
ー

ジ
は
そ

の
延
長
上
に
成
熟
し
て

い
っ
た
」
（
「
摩天
楼
」
渡
辺
武
信
訳
）
と
語
っ
て
い
る

。

そ

の
文
脈
に
な
ら

え
ば
、
二
0
0
0
年
以
後
は

、

空
中
に
住
む

こ
と
へ
の
意
思
が
T
o

k
y
o

の
圧
倒
的
な
イ

メ
ー

ジ
t

な

り
、

世
界
中
の
す
べ
て
の
都
市
の
イ
メ
ー

ジ
は

、

そ

の
延
長

上
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い

。

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
は
オ
フ

ィ

ス

・

ピ
ル
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く

、
そ
こ
は
住
宅
で
あ
り
、
国
際
会
議
場
で
あ

り
、

ホ
テ

ル
、

で
あ
り

、

商
店
街
で
あ
り

、

劇
場
で
あ
り
、
学

校
で
あ
り
、
銀
行
で
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、

で
あ
り

、

そ
し
て

行
政
関
連
施
設
で
あ
り

、

要
す
る
に
人
間
の
あ
ら

ゆ
る
営
み

が
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
の

「
聞
か
れ
た
都
市
」
だ
か
ら

で
あ

な
ぜ
な
ら

る
都
市
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
を
人
口

、

で
み
る
と

、

リ
ス
の
就
業
人
口
は
三
O
万
人
、
居
住
人
口
は

一
四
万
人
に

の
ぼ
る
。

地
方
都
市
の
規
模
に
匹
敵
す
る
この
空
中
都
市
の

エ
ア
ロ
ポ

中
て
は

働
く
者
と
暮
ら
す
者
と
が

同
じ
次
元
で
生
活
し

か
ら
高
速
鉄
道
で
通
勤
す
る

よ
う
に
し
た

。

内
部
空
間
の
構
成

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
は

一
辺
一
0
0
メ

ー
ト
ル

の
正
三
角
形
を
基
本
と
し
て
い
る
。
正
三
角
形
の
各
項
点
を

結
ぶ
ラ
イ
ン
上
に
、
業
務
、
居
住
、
商
業
な
ど
の
各
施
設
を

配
置
し
、
中
央
部
は
吹
抜
け
と
な
っ
て
い
る

。
こ
の
正
三
角

形
を
、
上
層
部
か
ら
順
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ゲ1
ム
状
仁
増

殖
さ
せ
、
全
体
を
構
成
し
た
（
一O
i

一
一
頁
参
照
）
。
し
た

が
っ
て
床
面
積
は
、
下
層
部
ほ
ど
大
き
く
な
る
。
全
体
の
有

効
床
面
積
は
一
一
O
O
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
高
さ
に

よ
る
面
積
配
分
は
地
上
1

五
0
0

メ
ー
ト
ル
が
全
体
の
五
O

%
、
五
O
O
i

一
0
0
0

メ
ー
ト
ル
が
二
八
%
、
一
o
o
o

j

一
五
0
0
メ
ー
ト
ル
が
一
五
%
、
そ
し
て
一
五
O
O
i

二

0
0
0
メ
ー
ト

ル
が
七
%
と
な
っ
て
い
る
。

立
体
的
に
は
、
高
さ
八
0
メ

ー
ト
ル
を
ひ
と

つ
の
単
位
（
一

平
面
的
に
は

八
0
メ
ー
ト
ル
（
地
域
に
よ

っ
て
は
一
六
0
メ
ー
ト
ル
）
ご
と
に
、
吹
抜
け
部
分
に
人
工

地
盤
の
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
を
設
け
、
ア
ト
リ
ウ
ム
・
プ
ラ
、
ザ
と

し
た
。
そ
こ
は
、
フ
レ
、
亦
ル
プ
リ
ズ
ム
（
自
然
光
集
光
装
置
）

や
人
工
照
明
に
よ
っ
て
明
る
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
空

間
で
あ
る
。
ま
た
、
人
工
庭
園
、
国
際
会
議
場
、
多
目
的
ホ

ー

ペ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

・
セ
ン
タ
ー
、
公
共
施
設
な
ど
の
大

型
施
設
の
建
設
空
間
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
に
よ
り
、

一
グ
1

ン
内
に
、
業
務
、
居
住、
商
業
、
公
共
施
設
な
ど
を

混
在
さ
せ
る
形
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
、
都
市
と
し
て
の

融
合
性
を
も
た
せ
た
。
一
、
ゾ
！
ン
は
高
さ
八0
メ
ー
ト
ル
、

階
高
平
均
四
メ
ー
ト
ル
と
し
て
二
O
階
に
相
当
す
る
。
全
体

で
は
こ
れ
が
二
五
層
あ
り
、
一
部
設
備
、
機
械
専
用
階
を
含
釦M川

め
、
計
五
O
O
階
建
と
な
る
。
川

円UU
H
 

F
U
 

誠

グ
l

ン
）
と
し
て
区
画
し
た
。

つ
ま
り

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
は
、
高
さ
八

0
メ
ー
ト
ル
ご
と

て
い
る
。

午
前
七
時

一二
O
分
。

エ
ア

ロ

ポ
リ
ス
の
住
宅
に
暮
ら
す

ピ

－
Jぜ
ひ
と
つ
の
町
t

し
、
そ
の
集
合
体
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
こ
の
、
ゾl

ン
構
成
は
、
後
述
す
る
構
造
や
防
災
面
で
の

考
え
方
の
基
本
単
位
と
も
な
っ
て
い
る
。

函／張

ジ
、
不
ス
マ
ン
た
ち
が

目
を
覚
ま

す
平
均
的
な
時
刻
だ。

同

じ

エ
ア
ロ

ポ
リ
ス
に
あ
る
オ
フ
ィ
ス

ま

で
は

リ

ニ
ア

モ
l

タ

・
エ
レ
ベ
ー

タ
あ
る
い
は
ロ
ー
カ
ル

・

エ
レ
ベ
ー

タ
を
利

用
し
て
わ
ず
か
数
分。

九
時
の
始
業
時
刻
ま
で

、

朝
の
自
由

時
聞
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
あ
る

。

た
と
え
ば
早
朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ。

ト

レ
ー

ニ
ン
グ
・

ウ
エ

ア
に

着
替
え
て

、

高
き
八
0
メ
ー

ト
ル
な
い
し
は

一
六
0
メ

ー
ト
ル
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
ス
カ
イ
デ
ッ

キ
状
の
ア
ト
リ
ウ

ム
・

プ
ラ

、

ザ
へ
行
け
ば

、

樹
木
の
繁
っ
た
人
工
庭
園
の
中
を

め
寸
る
径
を
自
由
に
走
る
こ
と
が
で
き
る

。

彼
が
も
し
エ
ア

ロ
ポ
リ
ス
の
ち

ょ

う
ど
中
階
の
住
人
な
ら
ば
、
地
上

一
0
0

0
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
む
こ

’
と
が
で
き
るの
だ
。

あ
る
い
は
目
覚
め
た
ら
す
？
に

、

二
四
時
間
テ
レ
ビ
の
ス

イ
ッ

チ
を
オ
ン
に
し

、

選
択
ボ
タ
ン
を
押
し
て
時
事
ニ
ュ
ー

ス
や
経
済
デ
ー

タ
な
ど

、

そ
の
日
の
ピ
ジ
、
不
ス
に
必
要
な
情

報
を
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
か
ら
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

コ二

ア

ロ
ポ
リ
ス
で
は
あ
ら

ゆ
る
情
報
は
映
像
化
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ

っ
て
オ
フ

ィ

ス
、

ば
か
り
で
な
く
住
宅
へ
も
サ
ー

ビ

ス
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ジ
、
汗
ス
マ
ン
に
よ

っ
て
は
、
そ

の
ま
ま

会
社
に
出
勤
す
る
こ
と
な
く
、

在
宅
勤
務
に
入
る
こ
と
も
可

能
だ
。

ま
た
、

一
度
出
勤
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
も

、

ラ
ン
チ

タ
イ
ム
に
は
自
宅
に

戻
り

畳
食
t

昼
一寝
を
楽
し
ん
で
か
ら

再
び
出
勤
す
る
こ
と
も
で
き
る

。

こ
う
し
た
職
住
近
接
型
の
住
宅
が
、

は
七
万
戸
あ
る
。

そ

の
中
心
と
な
る
の
は
、
海
外
か
ら
の

赴

任
も
ふ
く
め
た

単
身
者
用
、
夫
婦
用
、
そ
し
て
幼
児
の
い
る

小
家
族
用
住
宅

、

で
あ
り

、

専
有
面
積
は
三
0
1

八
0
平
方
メ

ー
ト

ル
。

空
中
都
市
に
お
け
る
新
し
い
アー
バ
ン
・

ラ
イ
フ

を
積
極
的
に
満
喫
す
る
た
め
の
住
宅
で
あ
る
。

そ

の

一
方
で
、

田
園
指
向
の
ピ
ジ
、不
ス
マ

ン
の
住
宅
地
と
し
て
は
、
千
葉
県

市
原
市
の
後
背
地
を
ニ
ュ
l

タ
ウ
ン
と
し
て

設
定
し
、
そ
こ

エ
ア
ロ
ポ
リ

ス
内
に
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（オフィス）

／つ

トイ支化商業
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用途の構成

仁一

サービス）

娯楽空間

_J 

立商図

内部空間の構成

エアロポリスは、おきsom 単1 ,·i:のてr_f-j;：格 ｛－の

スーハーストラクチャーにサブストラクチヤ

ーを人れ付止にはめ込んだ干待目立 t なっている。

サプストラクチャーで倒まれる三角形の日大抜

W:i:聞は、それぞ島れのエリアご t にアイデンテ

ィティーをもった演出力fなされ、都d1構成の l:ji

f~ となっている Qii主主主問、業務空間などの各

月1注 i;J: 、苦1;11i としての融合t陀を持ちながら分散

配流され、光縦〈上外形態はそのI頁部が空へと

吸い込まれていく の



平面的には一辺lOOmの正三角形を基本とし、

これが螺旋状に増殖され200lmの高さに至る 。

各施設は三角形のライン上に配置され、 中央部

iま吹抜It となる 。施設を設けない部分は横吹抜

け t なり、さまざまなアトリウム卦rアレンジされ、

独特の平面形態が生まれる。

仁ゴ 居住空間（住宅・ホテル）

仁コ 輔空間

仁コ 文化 ・ 商業 ・ 娯楽空間

仁コ 公共空間（パブリ ＇:17 ・サービス）

。。 スーパーストラ？チャー

仁コ リニアモータ・エレベータ

数値は地上からの高さを示す。

l,080m 

l,880m 

920m 

360m 

平両バターンの構成

ぷ h
l,560m l,400m 

760m 600m 

200m 40m 



基本単位の構成

③
午
後

ア
ノ
つ
ノ

時
；
：
・

タ
ヌ

l

ン
・

ウ
イ
ン
ド

た
こ
と
の
な
い
建
築
物
に
対
し

外
力
は
ど
の
よ
う
に
作
用

園

す
る
の
だ
ろ
う
か
。

風
に
よ
る
振
動
や
変
形

地
震
に
よ
る

風
が
出
て
き
た

。

揺
れ

日
射
に
よ
る
熱
応
力
や
ね
じ
れ
：
：
：
建
物
を
取
り
巻

品
度

0
0
0

メ
ー
ト
ル
の
上
空
で
は

夏
季
に
は
平
均

く
環
境
は
、

い
。

ま
た

超
々
高
層
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
き
わ
め
て
厳
し

風
速
七
i

八
メ
ー
ト
ル

／
秒

冬
荒子
に
は

一
一
一i

一
一
一
一メ
I

建
物
の
自
重
も
膨
大
な
も
の
で
あ
り

構
造
に

ル
／
秒
の
風
が
吹
い
て
い
る
。

多
大
な
影
響
を
与
え
る

。

圧
エ
ア
ロ
ポ
リ
ノ

ス
の
中
仁
い
る
と
あ
ま
り
感
じ
な
い
が
、
建

の
随
所
に
設
置
さ
れ
た
各
種
の
セ
ン
サ
ー
が
、
微
妙
な
風

の
変
化
や
振
動
を
感
じ
と
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

セ
ン
タ

へ
と
情
報
を
送
っ
て
く
る

。

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
は

予
』
れ
ら
の
条
件
を

高
き
二
0
0

一
メ
ー
ト
ル
と
い
う
人
類
が
か
つ
て
創
造
し

分
に
ク
リ
ア
で
き
る
構
造
と
な

ル
・

セ
ン
タ
ー
で
は
長
期
に
わ
た
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
備
え

て
、
た
え
ず
情
報
を
収
集
し

、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
解
析
に
よ
っ

て
よ
り
快
適
な
居
住
性
と
高
い
安
全
性
を
追
求
し
て
い
る
。

っ
て
い
る

がス

タ
ア

イ

し
十

コ
ン
ト
ロ

1

物

/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 

文化

ア ト リ ウ ム断面図

娯楽空間商業

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 

居住空間

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
_/ 

業務空間

13 

基本ユニットは、大吹抜けを囲む一辺lOOmの

正三角形平面で、立体的に高さ80mのそ角柱

となっている。吹抜け部分のアトリウムプラザ

は、自然光を採り入れた緑あふれる空間て構成

され、ぞのまわりを17階建のオフィスや住戸

がとり囲む形となって L、る。人工地盤レペルに

は多目的ホールなどの大空間も配置される



構造概念図

"i:f料品iii の？？’f~· となるスーパーストラクチヤ

ーは、 l 辺10omのiE. .::_ ft1 形の頂点に代演する

l'J性 t 、おき 80m ごとに E設けられた大可~J 1誌と

で構成される 。 Pl柱は外作20-50m、大司~主品、' よ

l淀11X:12mt絵申両20mであり、いずれむ M大tiよ！ソ

200mmの鋼tli. をナ，投状に利iみ、＆【てる

スーパーストラクチャー内部に組み込まれた

サブストラクチャ－：ム l ユニットて17附は

の高肘ピノレに相 、lj する 。 肢は外線のみに配；η

し、 2om スパン × 10omの’全問守·t:H共する 。

コンピュータ・グ、ラフ ィックスて干苗いた

スーノfーストラクチャー

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
サ
ブ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
の

主
構
造
は

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

（巨
大
架
構
方
式
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
構
造
体
全
体
を

平
面
的
、
立
体
的
に
大
き
く
分
割
し
、
そ
の
各
部
分
が
大
架

構
と
し
て
外
力
（
風
荷
重
、
地
震
荷
重
な
E

）
に
抵
抗
す
る

よ
う
に
し
た
構
造
形
式
で
あ
り
、
超
々
高
層
建
築
物
に
は
も

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
の
場
合
、

っ
と
も
適
し
て
い
る

。

一
辺
一
O

0
メ
ー
ト

ル
の
正
三
角
形
の
各
項
点
に
あ
る
三
本
の
円
柱
と
、

高
さ
八
0
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
大
型
梁
と
か
ら
な

る
鉄
骨
造
の
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
で
あ
り
、

こ
れ
が

構
造
上
の
背
骨
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

。

こ
の
ス
ー

パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
、

八
0
メ
ー
ト
ル
を

一
ユ
ニ
ッ

ト
と
し
て
業
務
、
居
住
、
商
業
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に

利
用
す
る
サ
プ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
組
み
込
み
、

成
し
た

。

全
体
を
構

一
ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ブ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
、
大
型

の
吹
抜
け
空
聞
を
構
成
し
、
二
O
階
分
の
ピ
ル
を
合
わ
せ
た

規
模
に
相
当
す
る
。

ま
た
、
今
回
の
試
算
。
て
は
、
建
物
全
体
の
固
有
周
期
は

一

五
i

二
O
秒
で
あ
り
、
こ
れ
に
局
部
的
な
固
有
周
期
一
秒
の

サ
ブ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り

、

全
体
に

一
種
の
免
震
効
果
を
も
た
せ
、
居
住
性
を
高
め
る
設
計
を
お

こ
介
酔
っ
た。

14 

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
構
成
す
る
柱
は
、
外
力
に

よ
る
変
形
を
抑
え
る
必
要
か
ら

、
頂
部
で
直
径
二
0
メ
ー
ト

ル
、
脚
部
で
直
径
五
0
メ

ー
ト
ル

の
円
形
鋼
管
と
し
、
ま
た
、

梁
成
は
二
一
メ
ー

ト
ル
と
し
た
。
構
成
材
料
は
、
五0
キ
ロ

級
の
高
張
力
鋼
と
し
、
板
厚
は
二
0
0

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
’
と
し
た
。
今
後
、
よ
り
強
い
鋼
材

や
、
し
な
や
か
で
軽
い
仕
上
げ
材
料
な
ど
、
新
素
材
の
開
発

に
よ
り
、
よ
り
合
理
的
な
設
計
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う

。

な
お
、
柱
や
大
梁
の
内
部
空
間
は
、
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ

を
は
じ
め
と
し
た
設
備
用
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
配
慮
し
て
あ
る

。

構
造
計
画
の
検
討
要
素

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
の
構
造
計
画
を
立
て
る
に
あ
た
り
、
地
盤
、

そ
し
て
地
震
荷
重
、
風
荷
重
、
制
振
手
法
な
E

に
つ
い
て
検

討
を
お
こ
な

っ
た
。

地
盤
は
、
支
持
層
を
固
結
し
た
疎
層
と
し
、
そ
れ
よ
り
浅

い
地
層
は
比
較
的
軟
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
良
を
加
え
る

こ
と
と
し
た

。

地
震
に
対
す
る

安
定
性
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
高
層
ビ
ル

設
計
に
使
用
さ
れ
る
大
規
模
地
震
波
を
用
い
て
検
討
し
た

。

15 

そ
の
結
果
、
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
は
十
分
な
強
さ

が
あ
り
、
地
震
で
生
じ
る
変
形
も
小
さ
い
こ
と
を
確
認
し
た。

ま
た
、
当
該
敷
地
に
お
け
る
五
O
年
の
再
現
期
間
の
地
震
に

対
し
、
建
物
は
地
震
終
了
時
に
か
な
ら
ず
原
状
を
回
復
す
る

よ
う
に
設
定
し
た
。

さ
ら
に
関
東
大
震
災
の
復
元
地
震
波
（
早

稲
田
大
学
理
工
学
研
究
所
・
風
間
了
教
授
に
よ
る
）
を
用
い

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
、
巨
大
地
震
に
も
十
分

に
耐
え
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。



3000m 20 制振用貯水槽（PSS及びASS）の配置平面図

15 

風
速 10
('%) 

II I 0 

地表面

20 

II 10 

10 

-ID 1986年， A
12月’ ι

茨城県筑波・舘里子で観測された上空の月平均気温の変化

1986.i手
12月

茨城県筑波・舘里子で観測された上空の月平均風速の変化

気
温
℃

20 

無制振

パッシブPSS嗣l振（ I 次振動）

アクティブASS制振（｜次～3次振動）

10 

周期（秒）

平均風速42m／秒（再現期間 5 年）て’の2000m付近の予測振動量

IS 

20 

加
速 15

度
(gal) 

10 

2 0 0 I 

I 9 2 0 

I 8 4 0 

I 7 6 0 

I 6 8 0 

アクティプ噴射告IJ仮装置

外力 ミ〉
水崎アクティブ伽l掻装置絃水

I 3 6 0 

水糟ノfッシブ制娠システム（PSSシステム）

おき l ,84 0rn と 1, 760rnの位置の大梁内部に、河

端に立上がりをもっ貯水徳を設置する。建物が

揺れを起こした場合、貯水槽内の水もまた建物

周期に同調して運動をはじめるように設計す

るし水の慣性カが外力を打ち消す方向に作用

する 。 この制緩システムにより 、 再現期間 5 年

の娠動に対し、最大10ガル（ 1 ガノレ Ii重力加速

度の980分の1）の揺れに抑えることができる 。

5 6 0 

水槽アクティプ制緩システム（ASSシステム）

PSS制緩システムに駆動装置を取り付け、水の

運動を制御し、 再現期間100年 ま での需lj振をお

こなう 。 水の運動を増幅させ（逆に L、えば減衰

カを高め）、 二次援動、 三次振動に対しでも水

の反力を利用して需lj援する方法である 。

制振情報源想定図制振装置の配置図アクティフ噴身棉lj振法仇FSシステム）

100年を遥かに超える期間に一度起こるかも

しれない異常時を想定し、 スーパーストラクチ

ヤーの大変形にも対応するため、高さ 1, 920rn 

～ l , 760mの位置の 3 本の円柱内に、高き 160m

の細長い導水管を設置し、下部の水門からコン

ピュータ制御により水を喰射し、制振の推進力

を得る システム。 16気圧の水を開口面積 l m' 

の水門から吹き出すと 、 ジ、ヤンポジ‘ェ ッ ト機の

推力以上のカが発生し、揺れを抑制する 。

構造物の括れ応答特性

制御方法概念図

アクティブ噴射制振装置

耐
風
設
計
に
つ
い
て

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
の
構
造
計
画
を
立
て
る
上
で
、
風
の
影
響

は
き
わ
め
て
大
き
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
風
に
よ
り
生

じ
る
振
動
に
は
、
風
の
乱
れ
に
よ
る
振
動
、
構
造
物
の
背
後

に
周
期
的
に
発
生
す
る
渦
に
よ
る
振
動
、
そ
し
て
不
安
定
な

空
気
力
に
よ
る
自
励
振
動
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
振
動
だ
け
で

な
く
、
建
物
の
平
均
的
な
変
形
も
考
慮
す
べ
き
要
素
と
な
る
。

こ
れ
ら
を
検
討
す
る
た
め
に
、
今
回
は
気
象
庁
高
層
気
象

観
測
所
に
よ
る
茨
城
県
筑
波
・
舘
野
の
観
測
デ
ー
タ
を
参
考

と
し
た

。

こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
各
種
ス
タ
デ
ィ
を
お
こ

な
い
、
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
構
造
設
計
用
の
風
荷

重
を
、
単
住
面
積
当
た
り
一
ト
ン
／
肘
相
当
（
再
現
期
間
二

0
0
0
年
程
度
）
と
設
定
し
た
。

な
お
、
風
に
よ
る
振
動
は
地
震
と
は
異
な
り
、
長
時
間
持

続
す
る
た
め
に
船
酔
い
現
象
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
対
策
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
制
振
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

制
振
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
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エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
の
場
合
、
オ
フ
ィ
ス
、
ば
か
り
で
な
く
、
住

宅
、
ホ
テ
ル
、
病
院
な
ど
の
施
設
も
ふ
く
ま
れ
る
た
め
、
と

く
に
快
適
な
居
住
性
を
保
つ
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
制
振
の

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
。

高
度
二
0
0
0

メ
ー
ト
ル
に
お
け
る
平
均
風
速
は
、
前
述

し
た
通
り
夏
季
の
南
風
で
七
i

八
メ
ー
ト
ル

／
秒
、
冬
季
の

北
風
で
一
二
i

一
三
メ
ー
ト
ル
／
秒
で
あ
る

。

こ
の
平
均
風

速
か
ら
予
測
さ
れ
る
揺
れ
に
対
し
て
は
、
建
物
の
形
状
を
工

夫
し
、
ま
た
全
体
の
剛
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
一
次
周

期
の
項
部
付
近
、
て
も
変
位
が
三1
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
加

速
度
で
は
0

・
五
i

一
ガ
ル
）
程
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
、
年
聞
を
通
し
て
は

t

ん
ど
揺
れ
を
感
じ
な
い

レ
ベ
ル
で
あ
り
、
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
春
一
番

や
台
風
な
E

の
強
風
時
に
は
、
揺
れ
が
大
き
く
な
る
と
予
測

制
振
を
お
こ
な
っ
て

居
住
性
を
高
め
る
こ
と

さ
れ
る
の
で
、

と
し
た
。

そ
の
結
果
、
図
に
示
し
た
よ
う
に
「
水
槽
パ
ッ
シ
ブ
制
振

シ
ス
テ
ム
」
「
水
槽
ア
ク
テ
ィ
ブ
制
振
シ
ス
テ
ム
」
「
ア
ク
テ

ィ
ブ
噴
射
制
振
法
」
の
三
手
法
を
採
用
し
た

。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
現
期

間
五
年
（
風
速
四
二
メ
ー
ト
ル
／
秒
）
の
揺
れ
に
対
し
て
は
、

現
在
の
超
高
層
ビ
ル
以
下
の
数
値
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

o

t

同
時
に
、
再
現
期
間
一
O
O
年
（
風
速
六
0
メ
ー
ト
ル
／

秒
）
と
い
う
異
常
時
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
対
応

で
き
る
も
の
と
し
た
。

導水管
水槽パy シブ制緩装置
水得アクティブ制振装置

水力推進装置、制振用貯水槽の
配置断面図

水門



エ
レ
ベ
ー
タ
の
技
術
t

エ
レ
ベ
ー
タ
・
シ
ャ
フ
ト
の
面
積

と
は
、

高
層
建
築
の
発
展
と
密
接
な
関
係
を
保

っ
て
き
た

。

建
物
が
高
層
化
す
る
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
が
不
可
欠
だ
が
、
同

時
に
あ
る
程
度
以
上
に
高
層
化
が
進
む
と
エ
レ
ベ
ー

タ
の
数

が
増
大
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
・

シ
ャ
フ
ト
の
占
め
る
面
積
が
膨

一一一ー一一一~ーー一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－ e 、〔昨ベ円， p -r, ; . J ~－！！＇－＇~＇·；－＿..＿.，， '•,:.c""': t':i:""町四ヲ田市明開·~再開柳田曙明暗噌沼環瞬時間曹司酬明曹司君島明m'P明照醇曙qi市揮官補珊明刑判町周知明暗闇岡田市押胆
一一一一一一一一一ー一一一一一－一一－ーーーー圃圃圃圃圃圃圃圃圃－ー圃圃圃園国画面面画

縦 Jilf1Jの移動II午；ム必·， u: ；持磁イiにより J土｛：,1; さ tl

f.:_ 3 f；のエレベータカf Hll t なり、卜j／.、ド~:t

I•Hr. i' する 。 こ の とき 、 辿払 Ill t して他川さ tl
ていないカコ、 l : t,-j;;(!J:. ド刻；の芯1江，，q.~銀行法、 1

Fカゴ追突µ)J 11 · 川のバ ッ フ アと して例〈 。 ま

た 、 エレベータカコ．の ；i;I刷l川として 、 ll1l.1主 l1iJ.1h

ケーブルケ｛史m寸る 。 さ ら に ）jヵ： －の リニアモ

ータの故防H年のカゴ．の込ド防 ti/Ill: して 、 ガイ

ドレールにin·っ て、プレーキ力T；北市されている。

なお、シャフトド部の一端の延長自1；は、間引き

巡転時のカゴの待機地所として、 または、カコ唱

のメンテナンスの時に使HJずる

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
の
主
な
設
備

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
・
エ
レ
ベ
ー
タ

1440 

1920m 

1600 

1760 

④
午
後
五
時

三
O

分
・
・
：
：

シ
ャ
ト
ル

・
エ

レ
ベ
ー
タ

夕
日
に
照
ら
さ
れ

て
薄
紅
色
に
染
ま

っ
た
ア
ト
リ
ウ
ム
を
、

シ
ャ
ト
ル
・
エ
レ
ベ
ー

タ
が
流
れ
る
よ

う
に
降
り
て
い
く
。

エ
ア
ロ

ポ
リ
ス

地
下
駅
へ
と
急
十
ピ
ジ
、
不
ス
マ
ン
、
地
上

部
に
あ
る

ヨ
ッ
ト
ハ
l

パ
ー
か
ら
サ
ン
セ
ッ
ト

・

ク
ル
i

ジ

リ ニ アモータ ・エ レベータ概念図

目
白
一
一

止
一
＼

停
て

超電準磁石

ナテン

タ

伊

一

川
市

モ

体

恒
一

ア
導

ほ

二
次

活

1
1
1
1
リ

－
一

リ ニアモータ

一次コイル

吊リ上げ機

ガイドレーJレ

一
九
二
0
年
代
に
ジ
ョ
ン
・
ラ
l

キ
ン

大
な
も
の
と
な
る

。

が
考
案
し
た
ダ
ブ
ル
デ
ッ

キ
・
タ
イ
プ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
や
、

現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ワ
ー

ル
ド

・

ト
レ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
ス
カ
イ
ロ
ピ
l

方
式
（
途
中
階
で

エ
レ
ベ
ー
タ
を
乗
り
換
え
る
）

策
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

Lt 

こ
う
し
た
懸
案
の
解
決

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
で
は

リ
ニ
ア
モ

l

タ
に
よ
る
シ
ャ
ト

ル
・
エ
レ
ベ
ー
タ
を
幹
線
t

し

さ
ら

に
従
来
型
の
ロ

l

プ

320 

160 

。

480 

640 

1280 

1120 

800 

960 

一一今

エレベ、ータシャフト側コ イ ルを、 リ ニアモータ

の一次側磁石とし、 これに電源の供給をおこな

う 。 また、 こ の磁石には、 強力な磁力の発生が

要求されるため、超電導磁石を使用する。

カゴ「側磁石をリニアモータの二次側 t し 、 これ

には希土類磁石を使用する。

上記の方法により 、 カゴの重量の増加を最小限

にし、 リ ニアモータの発生する力を倍増させ、

つ りあいおもり の無いエ レベータの運転を可

能 t させた。

右図は、 建物内のリ ニアモータ ・エ レペータの

停止階を示す。 また、 左図iま、建物内を循環運
転してい るエレペータカゴの配置例を示す。

一一一〉

フレーキ

ぐ一一ぐ一一

ン
グ
に
出
か
け
よ
う

と

い
う

D
I

N
K
S

、
帰
国
す
る
外
国

企
業
の
研
究
員
、
夜
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
へ
向

か
う

観
光

客
な
ど
で
、
エ
レ
ベ
ー

タ
の
中
は
か
な
り
の
賑
わ

い
だ
が
、

そ
れ
で
も
ま

だ
余
裕
が
あ
る

。

エ
ア
ロ

ポ
リ
ス
の
幹
線
交
通
シ
ス
テ
ム

、

シ
ャ
ト

ル
・

エ

リ ニアモータ・エレベータ（カゴ）上国｜ヌ｜

レ
ベ
l

タ
は
、
そ
の
名
の
通
り
建
物
の
中
を
常
に
循
環
し
て

い
る
。

定
員

一
O
O
名
の
デ
ッ
キ
を

三
台
連
結
し
た
ト
リ
プ

ル
デ
ッ
キ
・

タ
イ
プ
は
、
パ
ス
を

三
台
並
べ
た
の
と
似
て
い

る
。

運
転
間
隔
は
二
分
。
二
ハ
0
メ
ー
ト

ル
ご
と
に
停
車
し

、

地
上
階
か
ら
最
上
階
ま

で
を
片
道

一
五
分
で
昇
降
す
る

。

駆

動
力
に
は
、
世
界

、

て
も
は
じ
め
て
の
リ

ニ
ア

モ
i

タ
を
使
用

し
て
い
る

。

ス
ピ
ー

ド
的
に
は
も

っ

と
早
く
運
行
す
る
こ
と

も
可
能
だ
が

、

人
間
が
二
O
O

一
メ
ー

ト

ル
の
高
さ
を
快
適

に
昇
り
降
り
す
る
に
は
、
生
理
学
的
に
も
あ
る
程
度
の
時
聞

を

必
要
と
す
る

。

停止階
一一『一一L 

、」ー

リニアモータ・エレベータ運転イメージ図

式
の
ロ
ー
カ
ル
・
エ
レ
ベ
ー

タ
を
併
用
す
る
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
・
シ
ャ
フ
ト
の
専
有
面
積
を
全
体
有
効
面

積
の
二
O
%
と
し
た
。

こ
れ
は
通
常
の
六
O
階
建
て
の
ピ
ル

と
同

等
の
比
率
で
あ
る

。

ま
た
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
・
エ
レ
ベ

ー

タ
は
上
昇
時
に
大
き

な
電
力
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
下
降
時
の
回

生
電
力
を
利
用
し
て
省
ェ
、
不
ル
ギl
化
を
図
り
、
消
費
電
力

は
全
体
で

一
万
五
0
0
0

キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
抑
え
た
。

防
災
シ
ェ
ル
タ
l

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
内
は
、
高
さ
八

0
メ

ー

ト
ル
を
単
位
に
構

リニアモータ ・エ レベータ系統位l

成
さ
れ
て
い
る
が
、
防
災
上
は
こ
れ
を
独
立
し
た
一
グ
ー
ン

と
し
て
想
定
し
た

。

各
、
ゾl
ン
の
最
下
層
三
階
分
は
、
耐
火

壁
t

超
耐
熱
ガ
ラ
ス
に
覆
わ
れ
た
シ
ェ
ル
タ
1

空
間
と
し

、

上
下
階
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
で
も
延
焼
や
煙
汚
染
を
完

全
に
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
て
、
ゾ

ー

ン
内
の
住
民
の
安
全
な

避
難
場
所
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る。

シ
ェ
ル
タ

l

内
に
は
防
災
セ
ン
タ
ー
を
置
き
、
常
時
、
監
視
体
制
を
と

る
が
、
か
り
に
初
期
消
火
に
失
敗
し
た
場
合
で
も
消

火
ロ
ボ

ッ
ト
を
専
用
シ
ャ
フ
ト
経
由
で
急
行
さ
せ
、
効
果
的
な
消
火

活
動
を
お
こ
な
う
。

ま
た
、
シ
ェ
ル
タ
l

内
は
日
常
的
に
は

人
工
庭
園
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
t

し
て
一
般
に
開
放
き
れ
て
い
る
。
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エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

建
物
内
（
オ
ン
サ
イ
ト
）
発
電
と
、
発
電
排
熱
の
徹
底
利

用
に
よ
り
、
高
い
総
合
効
率
を
達
成
す
る
。
具
体
的
に
は
、

①
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
L
N
G

を
使
用
す
る
燃
料
電
池
で
発
電

を
行
い
、
消
費
電
力
の
大
半
を
賄
う
。

①
夜
間
の
余
剰
電
力

を
地
下
の
超
電
導
電
力
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
に
貯
え
、
畳
間
の
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
に
利
用
す
る
。
①
燃
料
電
池
か
ら
の
高
温
排
熱

（
摂
氏
一
二
O
度
）
に
よ
り
海
水
の
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
を
稼

働
し
、
全
飲
料
水
を
供
給
す
る
。
①
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
の
排

水
（
摂
氏
四
O
度
）
は
ヒ
1

ト
ポ
ン
プ
で
昇
温
し
、
給
湯
、

暖
房
に
利
用
す
る
。
①
燃
料
電
池
の
低
温
排
熱
（
摂
氏
八
O

度
）
は
吸
収
式
冷
凍
機
の
熱
源
と
し
て
冷
房
に
利
用
す
る
。



エレベータ配置図及び防災空間平面図

消火ロポット

発進基地

二重床

消火ロポ y ト専用シャフト

シェルター空間は他の部分と 、 火・爆に対して

二震以上に区画されてい る 。特に煙に対しては

非常時になる し附室とシェルター空間の圧力

を高め る ことにより 、他の部分からの流入を完

全に防止する 。 ま た消火ロポッ トは赤外線仁よ

る 「目」 を待っ て お り 、 リ モコンで出火地点 ま

で接近して効果的な消火をおこなう 。 いうなれ

ば「不死身の消防士」にたとえ る ことができ る 。

ま た、エレペータに関しては、図のように、 エ

スカレータと組み合わせ る こ t により 、 リニア

モータ ・エレベータとローカルエレペータの乗

り 換えがスムーズにおこなえ る よう計画した。

ス－ I Tーストラクチャー

自動車道トンオ、ノレ断面図

画~~
12 

；答提

300 

50 

地下階（ B l~ B 14) 

+ 5 

740 

行

640 50 

大桟橋
士。

/ 

基礎部平面図

フーチング

ζ 

さ
ら
に
超
々
高
層
部
に
お
け
る

外
気
の
低
温
を
利
用
し
た

夏
季
の
外
気
冷
房
シ
ス
テ
ム
や
、
可
燃
ゴ
ミ
の
焼
却
、
排
熱

一
層
の
省
エ
、
不
ルギ
ー
を
め

利
用
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
よ
り
、

ざ
し
た
。

給
排
水
シ
ス
テ
ム

上
水
（
飲
用
）
系
統
は
、
海
水
を
淡
水
化
し
て
使
用
す
る

。

ま
た
、
排
水
を
浄
化
し
再
利
用
す
る
中
水
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
外
部
か
ら
の
給
水
量
を
で
き
る
だ
け
抑
え
、
建
物
外
へ

の
排
水
量
も
低
減
す
る
。

さ
ら
に
、
雨
水
利
用
や
住
宅
の
浴

槽
水
の
循
環
利
用
な
ど
、
水
の
有
効
利
用
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し

た
。

情
報
シ
ス
テ
ム

建
物
内
で
は
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
に
よ
る
音
戸
、
デ

l

夕
、

画

像
の
情
報
交
換
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
蓄
積
サ
ー
ビ

ス
、
V
A
N

、

防災空間及びエレベータ乗り換え概念図

C
A
T
V

な
E

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う

。

ま
た
、

オ

ア
イ
ス
で
は
端
末
機
器
の
接
続
は
無
線
L
A
N

な
ど
に
よ
り

ワ
イ
ヤ
レ
ス
化
し
た
。

さ
ら
に
シ
ョ

ッ

ピ
ン
グ
や
防
犯
用
に
、

建
物
内
の
共
通
I
D

カ
l

ド

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、

ニ
グ
l

20 

ハ
0
メ

ー
ト
ル
）
ご
と

に
設
置
す
る
都
市
及
び
通
信

管
理
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る

。

ン

東
京
テ
レ
ポ
ー
ト

t

は
マ
イ
ク
ロ
波
回
線
に
よ
り
、
ま
た

衛
星
通
信
用
に
は

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
、
さ
ら
に

海
底
ト
ン
、
小
ル
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷
設
し
て
域
外
と
の
接

続
を
お
こ
な
う

。

採
光
・
緑
化
シ
ス
テ
ム

採
光
は
、
最
項
部
の
天
窓
及
び
高
き
八

0
メ

ー
ト
ル
ご
と

に
外
周
部
側
窓
と
し
て
フ
レ
、
不
ル
プ
リ
ズ
ム
を
数
フ
ロ

ア
に

わ
た

っ

て
使
用
し
、
昏

一光
を
効
果
的
に
導
入
す
る

。

ま
た
、

天
候
が
悪
い
場
合
に
は
補
助
光
と
し
て
色
温
度
の
低
い
高
圧

ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
に
よ
る
人
工
照
明
を
お
こ
な
う

。

緑
化
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ

て
五
O
O
ル
ク
ス

程
度
の
低
照
度
下
で
も
育
成
の
で
き
る
植
物
を
中
心
と
し
、

照
度
が
不
足
す
る
個
所
で
は
人
工
樹
木
と
し
た

。

（単位 . m) 

⑤
午
後
一

O
時
：
・

オ
ン

・

、
ザ・
ピ
ー
チ

淡
い
グ
リ
ー
ン
の
ラ
イ
ト
に
ほ
の
か
に
照
ら
さ
れ
た
砂
浜

を
、

夜
の
風
が
わ
た
っ
て
い
く

。

二
O
O

一
メ
ー
ト
ル
の
空
中
都
市
の
足
元
、
東
京
湾
の
ま

ん
中
に
生
ま
れ
た
小
さ
な
渚
に
は
、
こ
の
時
間
、
恋
人
た
ち

の
姿
し
か
な
い
。

海
を
へ
だ
て
て
眺
め
る
都
心
の
夜
景
、
夜

の
海
を
音
も
な
く
す
べ

っ

て
ゆ
く
船
の
灯
り
：

：
；
こ
こ
は
い

ま
ロ
マ
ン
チ

ッ

ク
な
ア
ー
バ
ン
・

ピ
ー
チ
と
し
て

ウ
ォ
l

タ
1

フ
ロ
ン
ト
の
デ
l

ト

・

ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
渚
は

、

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
の
基
礎
工
事
に
よ
っ
て
生
じ

た
土
砂
を
利
用
し
た、

人
工
海
浜
な
の
で
あ
る
。

下
部
工
及
び
関
連
施
設

基
礎
部
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
概
略
で
お
こ

な
う
こ
と
と
し
た

。

－

支
持
地
盤
は
団
結
し
た
際
層
で
、

面
及
び
下
面
に
お
い
て
、

定
し
た

。

許
容
支
持
力
は
基
礎
上

21 

そ
れ
ぞ
れ
四

0
0
ト
ン

／
ゲ
ゲ
』
想

－

支
持
層
の
確
認
及
び
高
品
質
コ

ン
ク
リ

ー
ト
打
設
の
た
め
、

ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
確
実
な
基
礎
の
施
工
を
お
こ
な
う0

・

地
下
連
続
壁
を
組
み
合
わ
せ
た
土
留
壁
を
構
築
し
、
大
深

度
掘
削
を
お
こ

な
う

。

－

ス
ー

パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
支
え
る
大
型
円
柱
を
先
行

し
て
構
築
し
、
建
築
工
事
の
開
始
時
期
を
早
め
る

。

な
お
、
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
立
地
構
想
の
章
で
述
べ

た
通
り
の
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
既
存
の
航
路
の
障
害
と

な
ら
な

い
よ
う
に
地
下
ト
ン
、
不
ル
を
掘
削
す
る
が
、
こ

の
ト
ン
、
み
ル

基礎部標準断面図

は
建
築
工
事
の
資
材
運
搬
な
ど
に
も
使
用
す
る
も
の
と
し
た
。

ま
た
、
地
下
部
に
は
、
鉄
道
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
、
高
速
道
の

ラ
ン
プ
を
設
け
た

。



一
一
一、

『

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
二

O
O

一
』コ

@ 

J 日 L，寸
I－ 哨一－［ I 

、十一トイ

システム概念図自動施

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
て
従
未
の
建
築
物
の
常

識
を
凌
駕
し
て
い
る
。

高
さ

二
O
O

一
メ
ー
ト
ル
、
有
効
床

面
積
一
一
O
O
万
平
・
五
メ
ー
ト
ル
も
の
巨
大
建
築
は
、
施
工

面
か
ら
み
て
も
ま
さ
に
都
市
を
建
設
す
る
に
等
し
い
。

か
り

に
、

通
常
の
ピ
ル
建
設
L
事
と
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
施
工
す
れ

ば
、
お
そ
ら

く

ろ
pフ
。

0
0
年
以
上
の
工
期
を
必
要
と
す
る
で
あ

ア
ン
ト
ニ
オ

・

ガ
ウ
デ
ィ
の
サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ

ア
教
会
の
よ
う
に
、
果
て
し
な
く
建
設
を

続
け
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
な
い

。

25 （年）

ム
(960~ 2001m) 
三次オープン

「＼
Z日日 l

1920 

1760 

L1 1600 

1440 

b 1280 

1120 

..11 t-.._ 960 

・ スーパーストラクチャー情築

800 － 内装 ・ 設備

640 

h 480 
」ど

320 

卜＇ 160 

町1 基i礎情」築 土木施設梱築
ム

( 0 ~ 320m) 
一次オーフン

24 23 22 21 

(320~ 960m) 
二次オープン

19 20 18 17 16 15 14 13 12 II 10 

の
施
工
計
画

。柱構築システム

柱は、油Jヂシ、ヤツキにより上昇する白 jfj構築プ

ラン卜で組み吐てる 。 このプラントは臼動制御

された各種ロボットを装備しており 、 臼®.搬送

ノ fレツトで揚重きれた部材の取千l溶接 ・検査 ・

塗装な E を一貸しておこなう 。

c 
a 
" 0 

油圧クライミング装置

0 
~ 
H 

大梁組立装置〔最上階大梁転用）し
か
し
、
今
同
は
、
現
代
の
最
先
端
建

設
技
術
を
駆
使
す

る
と
同
時
に
、
近
未
来
的
な
考
え
方
も
加
味
し
、
も
っ
l
ζ
も

短
期
間
で
施
工
す
る
ケ

l

ス
を
想
定
し
た

。

①
工
程
計
画

期
は
二
五
年
と
し
た

。

そ

の
う
ち
、
基
礎

年
（
一
部
は

一
二
年
）
、
地
上
建
築L
事

一
八
年
と
設
定
し
た

が
、
こ
れ
で
も
通
常
の
施

i
ス
ピ
ー
ド
と
比
較
す
る
と
八

1

一
O
倍
の
速
き
で
あ
る

。

ま
た
、
全
体
工
期
を
三
期
に
分

け
、
完
成
し
た
下
層
部
よ
り
順
次
オ

ー

プ
ン
す
る
形
態
を
と

り
、
効
率
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た

。

第

一
期
は

一
五
年
（
高
さ三
二
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
）
、
第
二
期
は
二
O
年

（官同
き
九
六
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
）
、
第
三
期
は
二
五
年
（
高
さ

全
f本

事
’七

二
O
O

一
メ
ー
ト
ル
ま

れ

て
）
で
あ
る

。

こ
の
工
程
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
要
件
を
設

定
し
た

。

－

各
部
製
品
の
製
作
能
力
と
資
機
材
の
運
搬
揚
重
能
力
を
高

め
、

現
場
組
立
作
業
用
A
I

（
人
工
知
能
）
ロ
ボッ
ト
を
開

発
す
る
。

「工アロポリス200 I 」建設工事工程表

－

上
空
の
天
候
に
工
程
が
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
、
組
立

プ
ラ
ン
ト
は
風
間
か
ら
防
護
し
、
全
天
候
型
で
作
業
を
進
め

る
よ
う
に
す
る

。

－

現
場
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
の
た
め
、
工
場
に
お
い
て

大
型
プ
レ
ハ
ブ
化
と
ユ
ニ
ッ
ト
化
を
で
き
る
限
り
お
こ
な
う

0

・

ス
ー

パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
鉄
骨
重
量
が
、
全
鉄
骨
重

量
の
約
九
O
%

を
占
め
る
た
め
、
工
程
上
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
の
構
築
は
実
働
二
O
日

／
月
と
し
て
、
平
均
五
0

0
0
ト
ン

／
日
の
ぺ
1

ス
で
進
め
る
。

②
施
工
計
画

施
工
現
場
に
中
央
制
御
室
を
設
置
し
、
膨
大
な
量
の
資
材

や
大
型
プ
レ
ハ
ブ
化
製
品
の
搬
入
、
揚
重
を
コ
ン
ト

ロ
ー

ル

す
る
。

現
場
の
構
築
作
業
は
、
効
率
化
と
品
質
の
安
定
化

、

さ
ら
に
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
制
御
室
か
ら
の
指
令
で
各

種
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
動
さ
せ
、
無
人
化
で
組
立
を
お
こ
な
う
。

＠大梁自動構築システム

大梁Ii搬送ロボッ卜及び浴後ロボッ卜を組み

込んた背任み＼］：て装置により、下階大梁上で地組

みする。組み立てを完 f した大梁は同装置によ

り 80m クライミングされた後、所定の位置に

耳正り f寸ける 。

＠サプストラクチャー「J動機築システム

染、！木、内外装、ユニット設備などは、大梁上

にて組み立て、 l 階ごとにリフトアップする。

このリフトアップのがイドレールとして利用

されるサブストラクチャー柱は大染のクライ

ミング時に取り付ける 。

＠「1動搬送システム

膨大な資機材を迅速に供給するため、柱鋼管内

部に設置されたガイドに沿って多数の自走倣

ヰパレットが循環し、柱、大梁、 サプストラク

チャ一部材を搬送する 。
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@ 

ま
た
、
各
種
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら

集
積
し
た
デ
ー

タ
を

コ

ン
ピ
ュ

ー

タ
で
解
析
し
、
工
程
、
品
質
面
を
コ

ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
。

揚
重
設
備
に
つ
い
て
は
、
工
程
上
大
き
な
影
響
を
与
え
る

の
で
、
一
0
0

ト
ン
の
積
載
能
力
を
も
っ
自
動
搬
送
パ
レ
ッ

ト
を
柱
内
に
循
環
さ
せ
、
鉄
骨
、
設
備
機
材
、
仕
上
材
な
ど

を
揚
重
す
る

。

光
輝
く
も
の
で
あ
っ
て

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
i

23 

東
京
に
代
表
さ
れ
る
過
密
都
市
の
問
題
を
解
消
し
、
今
後
、

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
グ
ロ
i

パ
リ
ゼ
l

シ
ョ
ン
に
対
応
す
る
ひ
と
つ
の
姿
？
と
し
て
、『
エ
ア
ロ
ポ
リ
ス

二
O
O

一
』
構
想
が
、
未
来
へ
の
架
け
橋
と
な
れ
ば
と
願
つ

な
お
、
施
工
計
画
の
概
要
と
工
程
表
は
、
図
に
示
し
た

通

り
で
あ
る
。

以
上
の
方
法
で
施
工
を
進
め
た
と
し
て
、
『

エ
ア

ロ

ポ
リ
ス

二
O
O

一
』

の
工
費
を

、

次
の
よ
う
に
見
積
っ
た

。

四
六
兆
六
、
三
O
O
億
円

六
兆
八
、
0
0
0

億
円

二
五
兆
三
、
八
O
O
億
円

一
四
兆
四
、
五
O
O
億
円

ム
の
ス
タ

ッ

フ
は
作
業
を
進
め
た
。

情
報
・
通
信
・

交
通
・

ェ
、
不ル
ギ
1

、
教
育

・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ

・

福
祉
な
ど
に
関

す
る
イ
ン
フ
ラ
と
建
築
と
を
吸
収
総
合
し
た
国
際
都
市
、
そ

れ
を
高
き
二
O
O

一
メ
ー
ト

ル
に
凝
縮
し
た
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク

な
未
来
の
空
中
都
市
、
そ
れ
が
エ
ア
ロ
ポ
リ
ス
で
あ
る

。

オ
フ
ィ
ス
、
住
宅
に
未
来
型
の
快
適
な
空
間
と
安
全
性
と

を
供
給
し
、
空
中
都
市
に
お
け
る
新
し
い
ラ
イ
フ
・
イ
メ
ー

ジ
を
創
造
す
る

エ
ア
ロ
ポ
リ
ス

は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
で

は
比
類
の
な
い
「
夢
の
建
築
L
t

も
い
え
る
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
と
建
築
の
ひ
と
つ
の
理
想

を
求
め
つ
つ
、
現
在
の
最
新
技
術
t

日
進
月
歩
の
科
学
・

技

術
の
延
長
上
で
十
分
に
建
設
可
能
な
も
の
t

な
る
よ
う
心
掛

総
工
費

・

上
木

事

－

上
部
建
築
工

・

設
備
工
事

作
業
を
終
え
て

ま
も
な
く
迎
え
る

一
二
世
紀
が
、

ほ
し
い
：
：
：
そ
ん
な
願
い
を
こ
め
て
、

ゐ
j

ι
、
o

l
f
 

て
い
る
。
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